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市
議
会
議
員
共
済
会
（
会
長
�

国
松
誠
・
藤
沢
市
議
会
議
長
）
は

２
月
８
日
、
東
京
・
全
国
都
市
会

館
で
代
議
員
会
を
開
催
し
、
定
款

の
一
部
変
更
や
平
成
１８
年
度
事
業

計
画
、
予
算
を
決
定
し
た
。

定
款
の
変
更
は
、
合
併
後
の
議

員
報
酬
を
、
そ
れ
ぞ
れ
旧
市
町
村

の
報
酬
額
で
支
給
す
る
「
複
数
報

酬
制
」
を
採
る
な
ど
に
よ
り
、
掛

金
等
の
算
定
基
礎
と
な
る
標
準
報

酬
月
額
の
最
低
限
度
額
を
下
回
る

市
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
最

低
限
度
額
を
現
行
の
２４
万
円
か
ら

１６
万
円
に
引
き
下
げ
る
も
の
。
総

務
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
の
ち
、

４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

１８
年
度
予
算
で
は
、
年
金
給
付

に
要
す
る
給
付
経
理
が
、
約
１
８

９
億
円
の
単
年
度
赤
字
と
な
る
見

込
み
。
市
町
村
合
併
の
急
速
な
進

展
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
市
共
済

会
の
年
金
財
政
は
さ
ら
に
厳
し
い

状
況
に
立
ち
至
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
昨
年
７
月

に
総
務
省
が
発
足
さ
せ
た

「
地
方
議
会
議
員
年
金
制

度
検
討
会
」
で
は
、
議
員

共
済
年
金
制
度
を
将
来
に

わ
た
り
安
定
し
た
制
度
と

す
る
た
め
の
対
応
策
と
し

て
、
給
付
と
負
担
の
見
直

し
等
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
て
き
た
。
近
く
報
告
書

が
公
表
さ
れ
る
予
定
。

代
議
員
会
で
は
、
同
検

討
会
に
委
員
と
し
て
参
加

し
た
�
山
�
・
北
九
州
市

議
会
議
員
（
前
市
議
会
議

員
共
済
会
会
長
）
が
、
審

議
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

そ
の
ほ
か
会
議
で
は
、
会
員
の

異
動
お
よ
び
給
付
決
定
状
況
に
つ

い
て
報
告
。
昨
年
１２
月
末
現
在
の

会
員
数
（
議
員
数
）
は
２
万
４
３

７
９
人
、
年
金
受
給
権
者
数
は
５

万
２
０
８
７
人
で
、
１
人
の
会
員

が
２
・
１
人
の
受
給
者
を
支
え
る

極
め
て
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
１７
年
４
月
か
ら
１２
月
ま

で
の
合
併
に
よ
り
町
村
議
員
が
市

議
会
議
員
と
な
っ
た
新
会
員
は
３

３
７
９
人
。
こ
れ
に
対
し
、
市
共

済
会
が
町
村
共
済
会
か
ら
引
き
継

い
だ
年
金
受
給
者
は
１
万
４
１
２

３
人
で
、
新
会
員
の
約
４
・
２
倍

増
と
な
っ
て
い
る
。

本
会
な
ど
地
方
六
団
体
、
内
閣

府
、
関
係
団
体
等
の
共
催
に
よ
る

北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会
が

「
北
方
領
土
の
日
」の
２
月
７
日
、

東
京
・
九
段
会
館
で
開
か
れ

た
。麻

生
太
郎
・
外
務
大
臣
、

小
池
百
合
子
・
沖
縄
・
北
方

対
策
担
当
大
臣
や
多
数
の
国

会
議
員
の
ほ
か
、
全
国
か
ら

関
係
者
約
１
６
０
０
人
が
参

加
。
本
会
か
ら
は
、
国
松
会

長
は
じ
め
、
山
川
明
・
室
蘭

市
議
会
議
長
、
草
島
守
之
・

釧
路
市
議
会
議
長
ら
２２
市
の

議
長
が
出
席
し
た
。

大
会
で
は
、
択
捉
島
・
色
丹
島

・
国
後
島
・
歯
舞
群
島
の
北
方
四

島
一
括
返
還
や
日
ロ
平
和
条
約
締

結
に
向
け
、
啓
発
活
動
を
行
う
と

し
た
ア
ピ
ー
ル
が
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
る
と
と
も
に
、
元
島
民
や

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
櫻
井
よ
し
こ

氏
ら
が
領
土
返
還
を
訴
え
た
。

２
月
７
日
は
、
安
政
元
年
（
１

８
５
５
年
）
、
伊
豆
の
下
田
で
日

露
通
好
条
約
が
調
印
さ
れ
た
日
。

北
方
四
島
が
日
本
の
領
土
と
明
記

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
５６
年
に

政
府
は
こ
の
日
を
「
北
方
領
土
の

日
」
と
制
定
。
毎
年
こ
の
日
を
中

心
に
全
国
各
地
で
北
方
領
土
の
返

還
を
求
め
る
集
会
や
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。

２
月
１１
・
１３
日

３
市
が
誕
生

２
月
１１
日
、
市
町
村
合
併
に
よ

す

も
と

り
、
新
た
に
兵
庫
県
「
洲
本
市
」

み
や
わ
か

と
福
岡
県
「
宮
若
市
」
が
誕
生
、

な
が
は
ま

１３
日
に
は
、
滋
賀
県
「
長
浜
市
」

が
誕
生
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
全
国
の
市
数
は

７
８
６
市
と
な
っ
た
。

（
新
市
の
概
要
は
２
面
に
掲
載
）

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）
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議議
員員
共共
済済
会会
がが
代代
議議
員員
会会
開開
くく

定 款
一部変更

標
準
報
酬
月
額
区
分

最
低
額
引
下
げ

「「
北北
方方
四四
島島
のの
一一
括括
返返
還還
をを
」」

２
月
７
日

全
国
大
会
開
く

２月１５日現在の市数
７８６市

うち
指定都市 １４市
中核市 ３７市
特例市 ３９市
一般市 ６７３市
特別区 ２３区

代議員会であいさつする国松会長

大会のもよう＝２月７日

大竹 邦実

（１） 平成１８年２月１５日 第１６０７号



新

市

概

要

議

会

人

事

全
国
市
議
会
議
長
会
産
炭
地
域

振
興
協
議
会
（
会
長
�
藤
田
次
夫

・
大
牟
田
市
議
会
議
長
）
は
２
月

２
日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で

総
会
を
開
催
し
た
。
産
炭

地
域
振
興
等
に
関
す
る
決

議
を
採
択
し
た
ほ
か
、
１８

年
度
の
運
動
方
針
や
予
算

等
を
決
定
し
た
。

産
炭
地
域
は
、
石
炭
関

連
諸
法
の
失
効
後
も
、
鉱

害
対
策
、
産
業
振
興
や
雇

用
拡
大
な
ど
依
然
と
し
て

解
決
す
べ
き
多
く
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
。
今
後
、

産
炭
地
域
で
一
般
的
な
地

域
振
興
対
策
へ
円
滑
に
移

行
し
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
の
自
立
促
進
施
策
の
推
進
が

不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
決
議
に
は
、
�
自
主
財

源
に
乏
し
い
産
炭
地
域
の
財
政
事

情
に
配
慮
し
、
地
方
交
付
税
の
財

源
調
整
・
財
源
保
障
機
能
を
強
化

�
産
炭
地
域
の
自
立
促
進
の
た
め

地
域
振
興
事
業
の
優
先
的
採
択
と

予
算
の
優
先
配
分
�
普
通
交
付
税

で
の
産
炭
地
補
正
や
特
別
交
付
税

算
出
で
の
特
別
配
慮
�
鉱
害
復
旧

事
業
に
係
る
経
過
措
置
と
炭
鉱
跡

地
対
策
の
充
実
�
炭
鉱
技
術
移
転

５
カ
年
計
画
に
よ
る
事
業
継
続
�

企
業
誘
致
対
策
の
充
実
強
化
―
―

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

当
日
は
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

の
谷
明
人
・
石
炭
課
長
が
「
炭
鉱

技
術
移
転
５
カ
年
計
画
な
ど
所
管

の
明
年
度
関
係
予
算
の
概
要
」
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
中
畑
恒
雄
・

小
樽
市
議
会
議
長
）
は
２
月
１

日
、
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
正

副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
会
議
を

開
い
た
。
１７
年
度
の
要
望
運
動
結

果
を
報
告
し
た
ほ
か
、
今
後
の
運

営
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

運
動
結
果
に
つ
い
て
は
、
昨
年

８
月
の
地
域
医
療
に
関
す
る
関
係

省
庁
連
絡
会
議
で
医
師
確
保
総
合

対
策
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
や
、
１８

年
度
に
小
児
科
・
産
科
等
の
診
療

報
酬
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
見
通
し

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。

今
後
の
運
営
等
に
つ
い
て
は
、

昨
年
１０
月
に
初
め
て
開
催
し
好
評

を
博
し
た
「
地
域
医
療
政
策
セ
ミ

ナ
ー
」
を
、
１８
年
度
以
降
も
引
き

続
き
開
催
す
る
こ
と
な
ど
が
了
承

さ
れ
た
。
５
月
１１
日
開
催
の
総
会

で
正
式
決
定
す
る
。

当
日
は
、
厚
生
労
働
省
の
針
田

哲
・
医
療
計
画
推
進
指
導
官
が

「
地
域
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制

の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
藤
田
正
一
・
舞
鶴
市

議
会
議
長
）
は
２
月
７
日
、
東
京

・
砂
防
会
館
で
総
会
を
開
催
、
役

員
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
で
新

会
長
に
石
川
和
夫
・
福
生
市
議
会

議
長
を
選
任
す
る
と
と
も
に
、
１８

年
度
運
動
方
針
等
を
決
定
し
た
。

運
動
方
針
は
、
▽
基
地
・
調
整

両
交
付
金
の
増
額
確
保
と
対
象
資

産
の
範
囲
拡
大
▽
基
地
周
辺
対
策

経
費
の
所
要
額
確
保
と
周
辺
整
備

諸
事
業
の
充
実
▽
基
地
所
在
に
起

因
す
る
事
故
防
止
等
周
辺
安
全
対

策
の
徹
底
―
―
を
目
標
と
し
、
こ

れ
ら
の
達
成
に
向
け
関
係
方
面
に

要
望
運
動
を
行
う
と
し
た
。

基
地
・
調
整
両
交
付
金
は
固
定

資
産
税
の
代
替
的
性
格
を
有
し
、

こ
れ
ま
で
固
定
資
産
税
評
価
替
え

の
年
の
翌
年
度
予
算
で
増
額
さ
れ

て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
国
の
財
政

事
情
が
厳
し
い
中
、
評
価
替
え
が

行
わ
れ
る
１８
年
度
で
は
、
両
交
付

金
の
増
額
確
保
が
焦
点
と
な
る
。

当
日
は
、
総
務
省
の
米
田
耕
一

郎
・
固
定
資
産
税
課
長
が
「
１８
年

度
基
地
交
付
金
お
よ
び
調
整
交
付

金
の
予
算
」
に
つ
い
て
、
防
衛
施

設
庁
の
高
橋
憲
一
・
施
設
企
画
課

長
が
「
１８
年
度
基
地
周
辺
対
策
関

係
予
算
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

す

も

と

▽
洲
本
市
（
兵
庫
県
）

合
併
日

２
月
１１
日

合
併
関
係
市
町
村

洲
本
市
、
五
色
町

議
員
定
数

２２
人

み
や

わ
か

▽
宮
若
市
（
福
岡
県
）

合
併
日

２
月
１１
日

合
併
関
係
市
町
村

宮
田
町
、
若
宮
町

議
員
定
数

２４
人

な
が
は
ま

▽
長
浜
市
（
滋
賀
県
）

合
併
日

２
月
１３
日

合
併
関
係
市
町
村

長
浜
市
、
浅
井
町
、
び
わ
町

議
員
定
数

４７
人
（
在
任
特
例
）

▼
議
長

▽
二
戸

佐
藤
正
倫（
１
・
１７
）

▽
深
谷

北
本
政
夫（
１
・
１７
）

▽
八
千
代

松
井
秀
雄（
１
・
１７
）

▽
宇
陀

広
沢
和
夫（
１
・
１８
）

▼
副
議
長

▽
小
浜

清
水
正
信（
１２
・
２２
）

▽
二
戸

高
橋

昭（
１
・
１７
）

▽
常
総

篠
�
孝
之（
１
・
１７
）

▽
深
谷

須
藤
邦
男（
１
・
１７
）

▽
八
千
代

木
村
利
昭（
１
・
１７
）

▽
宇
陀

土
井
英
治（
１
・
１８
）

▼
事
務
局
長

▽
二
戸

松
谷
武
志（
１
・
１７
）

▽
宇
陀

藤
田
静
秀（
１
・
１８
）

産
炭
地
域
の
自
立
促
進
を

産炭振協

総
会
開
き
決
議

基
地
協
総
会
で
運
動
方
針

新
会
長
に
石
川
福
生
市
議
長

今
後
の
運
営
な
ど

協
議

病
院
協
が
役
員
会

あいさつする藤田産炭振協会長

石川基地協新会長
（福生市）

中畑病院協会長
（小樽市）

基
地
協
総
会
の
も
よ
う

第１６０７号 平成１８年２月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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内
閣
府
は
こ
の
ほ
ど
、
平
成
１７

年
度
の
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
又

は
女
性
に
関
す
る
施
策
の
推
進
状

況
」
を
ま
と
め
た
。

こ
れ
は
、
１７
年
４
月
１
日
現
在

の
４７
都
道
府
県
、
７
６
２
市
区
、

１
６
５
５
町
村
を
対
象
に
調
査
し

た
も
の
。
調
査
結
果
の
概
要
は
次

の
と
お
り
。

▼
計
画
の
策
定
状
況

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
計
画

を
策
定
し
て
い
る
の
は
、
全
市
区

町
村
の
う
ち
９
５
７
団
体
。
策
定

率
は
５
・
６
ポ
イ
ン
ト

増
（
前
年
度
比
。

以
下
同
じ
）
の
３９
・
６
％
と
な
っ

た
。
内
訳
は
、
市
区
が
５
８
９
団

体
で
策
定
率
７７
・
３
％
（
７
・
４

ポ
イ
ン
ト

減
）
、
町
村
が
３
６
８
団
体
で

同
２２
・
２
％
（
３
・
４
ポ
イ
ン
ト

増
）
。

都
道
府
県
と
指
定
都
市
で
は
、
全

団
体
が
策
定
し
て
い
る
。

▼
条
例
の
制
定
状
況

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
条
例

を
制
定
し
て
い
る
の
は
、
全
市
区

町
村
の
う
ち
２
７
２
団
体
。
制
定

率
は
０
・
５
ポ
イ
ン
ト

増
の
１１
・
３
％
。

内
訳
は
、
市
区
が
２
０
３
団
体
で

制
定
率
２６
・
６
％
、
町
村
が
６９
団

体
で
同
４
・
２
％
。
千
葉
県
を
除

く
都
道
府
県
と
全
指
定
都
市
で
は

制
定
済
み
と
な
っ
て
い
る
。

▼
女
性
管
理
職
の
登
用
状
況

管
理
職
（
本
庁
の
課
長
相
当
職

以
上
）
の
う
ち
女
性
が
占
め
る
割

合
は
、
都
道
府
県
が
平
均
４
・
８

％
、
市
区
が
７
・
６
％
（
指
定
都

市
で
は
６
・
６
％
）
、
町
村
が
８

・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。
市
区
町

村
の
う
ち
、
登
用
率
１０
％
を
超
え

る
の
が
６
４
２
団
体
あ
る
一
方
、

女
性
管
理
職
が
１
人
も
い
な
い
の

は
８
１
９
団
体
（
３３
・
９
％
）
あ

る
。
う
ち
、
市
区
は
７９
団
体
。

議議
案案

議
会
に
提
出
さ
れ
る
議
案
に
は

二
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
、
議
会
の
議
決
が
た
だ
ち
に
当

該
地
方
公
共
団
体
の
意
思
と
し
て

成
立
す
る
団
体
意
思
決
定
議
案
で

す
。
も
う
一
つ
は
、
議
会
の
議
決

が
単
に
議
会
（
機
関
）
そ
の
も
の

の
意
思
決
定
に
と
ど
ま
る
機
関
意

思
決
定
議
案
が
あ
り
ま
す
。

団
体
意
思
決
定
議
案
の
主
な
も

の
は
条
例
、
予
算
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
機
関
意
思
決
定
議
案
の
主
な

も
の
は
決
議
、
意
見
書
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
議
案
の
提
出
要

件
は
、
地
方
自
治
法
第
１
１
２
条

及
び
標
準
市
議
会
会
議
規
則
第
１４

条
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
半
の
議
案
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
規
定
の
提
出
要
件
を
満
た

せ
ば
議
会
へ
の
提
出
が
可
能
で
す

が
、
一
部
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

提
出
要
件
が
別
に
定
め
ら
れ
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
議
員
の
資

格
決
定
と
議
員
の
懲
罰
に
関
す
る

動
議
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

議
員
の
資
格
決
定
に
つ
い
て

は
、
標
準
市
議
会
会
議
規
則
第
１

４
１
に
よ
り
、
議
員
の
資
格
に
つ

い
て
疑
義
を
持
つ
議
員
が
必
要
な

書
類
と
と
も
に
一
人
で
提
出
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
議
員

の
懲
罰
に
関
す
る
動
議
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
法
第
１
３
５
条
第

２
項
に
よ
り
、
議
員
の
定
数
の
８

分
の
１
以
上
の
者
の
発
議
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

一
部
の
も
の
を
除
き
、
議
案
の

提
出
の
際
、
議
案
の
提
出
に
関
係

し
て
い
る
議
員
は
、
議
案
の
提
出

者
と
賛
成
者
に
分
類
さ
れ
、
議
案

提
出
す
る
と
き
に
議
案
に
添
付
す

る
書
類
（
本
会
作
成
の
「
市
議
会

議
事
次
第
書
及
び
書
式
例
」
に
記

載
）
に
は
、
提
出
者
の
欄
と
賛
成

者
の
欄
が
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

一
般
的
に
議
案
の
提
出
者
、
賛

成
者
は
、
自
分
た
ち
が
提
出
し
た

議
案
が
議
会
で
成
立
す
る
よ
う
に

努
力
す
る
こ
と
が
会
議
規
則
上
の

義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
も
し
、
議
案
提
出
後
に

当
該
議
案
に
反
対
す
る
立
場
に
な

る
場
合
は
、
速
や
か
に
提
出
者
ま

た
は
賛
成
者
の
取
り
消
し
を
行
う

の
が
適
当
で
す
。

議
案
提
出
後
に
提
出
者
、
賛
成

者
の
取
り
消
し
に
よ
り
提
出
要
件

を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

議
案
に
何
ら
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

な
く
当
該
議
案
の
審
議
・
審
査
が

可
能
で
す
。
た
だ
し
、
提
出
者
の

取
り
消
し
に
よ
り
、
提
出
者
が
一

人
も
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場

合
、
当
該
議
案
は
消
滅
す
る
と
解

さ
れ
て
い
ま
す
。

議
案
は
会
議
規
則
に
規
定
さ
れ

て
い
る
と
お
り
、
そ
の
案
を
そ
え

て
、
す
な
わ
ち
文
書
で
提
出
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
口
頭
（
例
え
ば
動

議
）
で
提
出
し
て
も
、
後
刻
文
書

で
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
議
案
の
提
出
に
関
す
る

書
式
は
、
本
会
が
作
成
し
た
「
市

議
会
議
事
次
第
書
及
び
書
式
例
」

（
昨
年
８
月
３１
日
付
で
全
市
に
発

送
）
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
ご
参
照
下
さ
い
。

（
全
国
市
議
会
議
長
会

法
制
担

当
・
本
橋
謙
治
）

【
参
考
文
献
一
覧
】

議
会
運
営
の
実
際
第
一
巻
（
自

治
日
報
社
）
、
地
方
議
会
用
語
辞

典
（
ぎ
ょ
う
せ
い
）

岩
の
上
に
寝
転
ん
で
汗
を
か
く

「
岩
盤
浴
」
を
最
初
に
始
め
た
の

は
、
天
然
の

地
熱
と
岩
石

を
利
用
し
た

秋
田
の
玉
川

温
泉
だ
と
い

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
北
海
道

で
大
ブ
ー
ム
と
な
り
、
全
国
に
人

気
が
飛
び
火
し
た
よ
う
だ
。

室
内
で
行
わ
れ
る
岩
盤
浴
は
、

汗
を
吸
い
取
る
た
め
の
衣
服
に
着

替
え
た
あ
と
、
体
温
よ
り
ち
ょ
っ

と
暖
か
め
に
し
た
北
海
道
産
の
ブ

ラ
ッ
ク
シ
リ
カ
や
、
秋
田
産
の
天

硝
石
な
ど
の
上
に
タ
オ
ル
を
敷
い

て
３０
分
ほ
ど
横
に
な
る
。

す
る
と
、
岩
盤
か
ら
放
出
さ
れ

る
遠
赤
外
線
や
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン

で
体
が
温
ま
り
、
わ
ず
か
な
時
間

で
サ
ラ
サ
ラ
の
汗
が
た
っ
ぷ
り
と

出
る
の
だ
。

こ
の
た
め
、
岩
盤
浴
中
に
は
水

分
補
給
が
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、

岩
盤
浴
で
出
る
汗
は
不
思
議
と
臭

い
や
粘
り
が
な
い
の
で
、
シ
ャ
ワ

ー
で
汗
を
流
す
必
要
は
な
い
。
岩

盤
浴
を
行
う
と
新
陳
代
謝
が
ひ
じ

ょ
う
に
よ
く
な
り
、
肩
こ
り
や
腰

痛
、
冷
え
性
や
便
秘
や
肥
満
症
の

改
善
に
効
果
が
あ
る
よ
う
だ
。

ま
た
、
体
温
が
極
端
に
上
昇
し

な
い
た
め
、
サ
ウ
ナ
を
禁
止
さ
れ

て
い
る
高
血
圧
症
の
人
で
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。

時の話題

―３―

男
女
共
同
参
画
計
画

内 閣 府
調 査

７７７７
％％
のの
市市
区区
がが
策策
定定

岩
盤
浴

吹
き
出
る
サ
ラ
サ
ラ
の
汗
は

健
康
の
証

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門門

（３） 平成１８年２月１５日 第１６０７号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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◆
市
長
提
出
議
案

平
成
１６
年
１２
月
３１
日
現
在
の
全

国
７
３
５
市
と
、
１６
年
中
の
合
併

に
よ
り
消
滅
し
た
１６
市
を
合
わ
せ

た
７
５
１
市
に
お
い
て
、
１６
年
中

に
付
議
さ
れ
た
議
案
の
総
数
は
９

万
５
２
７
１
件
。
１
市
当
た
り
の

平
均
は
、
１
２
６
・
８
件
と
な
っ

て
い
る
。

議
案
の
う
ち
、
市
長
提
出
は
８

万
２
３
１
８
件
で
、
全
議
案
の
８６

・
４
％
を
占
め
る
。
１
市
当
た
り

の
平
均
は
１
０
９
・
６
件
。

市
長
提
出
議
案
で
最
も
多
い
の

は
「
予
算
案
」
の
２
万
３
７
４
５

件
（
市
長
提
出
の
２８
・
８
％
）。

次
い
で
「
条
例
案
」
の
２
万
２
８

５
１
件
（
同
２７
・
７
％
）
。

市
長
提
出
議
案
の
議
決
状
況
を

見
る
と
、
９８
・
８
％
の
８
万
１
３

８
８
件
が
「
原
案
可
決
」
と
な
っ

て
い
る
。

◆
議
員
提
出
議
案

議
案
の
う
ち
、
議
員
提
出
は
１

万
２
９
５
３
件
で
、
全
議
案
の
１３

・
５
％
。
１
市
当
た
り
の
平
均
は

１７
・
２
件
。

議
員
提
出
議
案
で
最

も
多
い
の
は
、「
意
見

書
案
」
の
９
４
３
６
件

（
議
員
提
出
の
７２
・
８

％
）
。
次
い
で
、
「
そ

の
他
」
の
１
７
９
５
件

（
同
１３
・
８
％
）。

議
員
提
出
議
案
の
議

決
状
況
は
、「
原
案
可

決
」
が
１
万
１
５
９
３

件
（
８９
・
５
％
）
で
、

「
否
決
」
が
１
２
１
３

件
（
９
・
３
％
）
と
な

っ
て
い
る
。

◆
請
願

請
願
の
総
数
は
５
３

７
６
件
。
１
市
当
た
り
の
平
均
は

７
・
１
件
。
処
理
状
況
は
、
最
も

多
い
の
が
「
採
択
」
の
２
１
０
４

件
で
全
体
の
３９
・
１
％
。
次
い
で

「
不
採
択
」
の
１
５
８
４
件
（
同

２９
・
４
％
）な
ど
。

◆
陳
情

陳
情
の
総
数
は
１
万
６
０
７
４

件
。
１
市
当
た
り
の
平
均
は
２１
・

４
件
。
う
ち
、
審
査
し
た
陳
情
は

８
５
３
４
件
。
処
理
状
況
は
、
最

も
多
い
の
が
「
継
続
審

査
」
の
３
０
６
６
件
で

全
体
の
３５
・
９
％
。
次

い
で
「
採
択
」
の
２
０

８
６
件
（
同
２４
・
４

％
）、
「
不
採
択
」
の

１
８
３
８
件
（
同
２１
・

５
％
）
な
ど
。

審
査
し
な
か
っ
た
陳

情
は
７
５
４
０
件
。
処

理
状
況
で
は
、
最
も
多

い
の
が
「
陳
情
書
の
コ

ピ
ー
配
布
」
の
５
６
１

８
件
で
７４
・
５
％
。
そ

の
ほ
か
「
議
長
預
か

り
」「
陳
情
書
の
文
書

票
配
布
」
な
ど
。

◆
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

全
国
７
３
５
市
（
１６
年
中
の
合

併
で
消
滅
し
た
１６
市
除
く
。
以
下

同
じ
）
に
お
け
る
本
会
議
の
会
議

録
検
索
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
シ
ス
テ

ム
」
を
導
入
し
て
い
る
の
が
４
２

４
市
で
、
全
体
の
５７
・
６
％
。

委
員
会
の
会
議
録
検
索
で
は
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
」
を
導

入
し
て
い
る
の
は
１７
・
２
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

◆
対
面
式
・
一
問
一
答
制

一
般
質
問
で
、「
議
員
専
用
の

対
面
式
演
壇
」
を
用
い
て
い
る
の

は
１
５
９
市
で
、
全
体
の
２１
・
６

％
。「
初
回
の
み
演
壇
、
再
質
問

は
自
席
か
ら
」
と
し
て
い
る
の
は

４
０
５
市
（
同
５５
・
１
％
）
。

ま
た
、
一
般
質
問
で
一
問
一
答

制
を
導
入
し
て
い
る
の
は
９９
市

（
１３
・
４
％
）。「
再
質
問
か
ら

導
入
」
は
６９
市
（
９
・
３
％
）。

◆
市
町
村
合
併

１６
年
１２
月
３１
日
現
在
で
法
定
協

議
会
に
参
加
し
て
い
る
３
０
１
市

の
う
ち
、
合
併
に
係
る
事
前
協
議

に
お
け
る
議
会
、
議
員
の
関
与
に

つ
い
て
は
、「
特
別
委
員
会
の
開

催
」
が
２
０
９
市
（
６９
・
４
％
）

で
最
多
。
次
い
で
「
全
員
協
議
会

の
開
催
」
の
１
４
９
市
（
４９
・
５

％
）
な
ど
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
て
い
る
の
は
６
６
６
市
で
、
全

体
の
９０
・
６
％
。
掲
載
内
容
で
多

い
の
は
、「
議
会
の
し
く
み
・
構

成
・
概
要
」（
開
設
市
の
９１
・
７

％
）、「
議
員
名
簿
」（
同
９０
・
９

％
）、「
会
議
日
程
」
（
同
８９
・

１
％
）、「
傍
聴
案
内
」（
同
８３
・

０
％
）
な
ど
。
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の

と
し
て
「
子
ど
も
向
け
の
ペ
ー

ジ
」「
議
会
ク
イ
ズ
」「
外
国
語

の
ペ
ー
ジ
」「
携
帯
電
話
向
け
の

ペ
ー
ジ
」
な
ど
が
あ
る
。

◆
バ
リ
ア
フ
リ
ー

議
会
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
導
入

し
て
い
る
の
は
５
３
４
市
（
７２
・

６
％
）。
主
な
も
の
と
し
て
、「
車

イ
ス
用
傍
聴
席
」「
車
イ
ス
対
応

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」「
多
目
的
ト
イ

レ
」「
声
の
議
会
だ
よ
り
」「
ス

ロ
ー
プ
」「
手
話
通
訳
」
な
ど
。

◆
議
会
事
務
局
職
員

議
会
事
務
局
の
職
員
数
の
平
均

は
、
１
市
当
た

り
９
・
２
人
。

う
ち
、
正
職
員

の
平
均
は
８
・

６
人
で
、
非
正

職
員
の
平
均
は

０
・
６
人
。

市
長
、議
員
提
出
議
案
な
ど

本会調査

１６
年
市
議
会
活
動
実
態
・
概
要
�
完�

前
号
に
引
き
続
き
、
全
国
市
議
会
議
長
会
が
平
成
１６
年
１２
月
３１
日

現
在
で
ま
と
め
た
「
市
議
会
の
活
動
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
」
の

概
要
を
掲
載
し
ま
す
。

市長提出による議案 （単位：件）

その他

２１，３４５

２５．９

専決処分

７，０８７

８．６

決 算

７，２９０

８．８

条 例

２２，８５１

２７．７

予 算

２３，７４５

２８．８

区 分
計

（８２，３１８）
構成比
（％）

議員提出による議案 （単位：件）

その他

１，７９５

１３．８

規 則

１６２

１．２

決 議

７１２

５．４

条 例

８４８

６．５

意見書

９，４３６

７２．８

区 分
計

（１２，９５３）
構成比
（％）

請願の主な処理状況 （単位：件）

継続審査

９００

１６．７

審議未了

３８２

７．１

取り下げ

１９３

３．５

不採択

１，５８４

２９．４

採 択

２，１０４

３９．１

区 分
計

（５，３７６）
構成比
（％）

陳情の主な処理状況 （単位：件）

継続審査

３，０６６

３５．９

審議未了

３０４

３．５

取り下げ

３２６

３．８

不採択

１，８３８

２１．５

採 択

２，０８６

２４．４

区 分
計

（８，５３４）
構成比
（％）

職員数（平均）

職員数

５．２

６．８

９．９

１４．４

１８．７

２１．１

２４．０

４３．２

９．２

（注）非正職員含む

人口段階

５万未満

５～１０万

１０～２０万

２０～３０万

３０～４０万

４０～５０万

５０万以上

指定都市

全 市

第１６０７号 平成１８年２月１５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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